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2016 年になり、新学期が始まりました。 

奨学生のターム 3 の成績を公開します。 

奨学生 
学

年 

2015年 

ターム 2 

成績 

2015年 

ターム 3 

成績 

校内順位 

ケビン・マイナ 2 B- B 152位/298人中 

ジョセフ・エウォイ 2 C C 48位/136人中 

オンディエック・ラウィ 3 B- B- 28位/187人中 

マーガレット・ネーマ 3 B- B 56位/356人中 

ファトゥマ・モシン 4 B- C+ 32位/118人中 

ティベリアス・オチエング 4 C+ C 252位/285人中 

毎学期終了後、奨学生担当者が奨学生の家または学校を訪問しています。 

勉学や家庭の様子を伺いながら、「振り返りシート」の記入を担当者と一緒に

奨学生が行っています。「振り返りシート」は前期の成績に対して自分の評価

を書き、新しい学期の目標を立て、それを達成するためには何をすべきかを考

える内容となっており、奨学生が科目別に振り返りと目標設定ができるように

なっています。どの奨学生も「次こそは A を取る！」と意気込みはありますが、そ

のために必要な計画は苦手のようです。KESETS の特徴である奨学生と距

離が近い支援で奨学生の勉学のお手伝いを続けていきます。 

 

 

奨学生の最新成績 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 3月発行 

第 19号 

新規採用奨学生の紹介！ 

オニャンゴ・ジェミマ・アコスさん（14 歳） 

アスンビガールズハイスクール 進学  

KCPE（全国統一試験）: 377 点 

 

ジェミマさんは私の配属先のラングエタウンシップアカデミーを昨年卒業した生徒

です。諸事情で幼少期に父親から母親とともに家を追い出され、母方の祖父

母に育てられるという、とても厳しい家庭環境の中で育ちました。このような厳し

い家庭環境にありながらも、配属先小学校のダイレクターと校長先生からの支

援を受けて小学校に通い、毎朝、ほかの生徒よりも早く登校し、小学校生活

8年間通して上位の成績を維持し続けました。どちらかといえば目立つタイプの

生徒ではありませんが、コツコツと努力できるとても真面目な生徒です。その努

力のおかげで KCPE（全国統一試験）では 377点をとり、目標を達成する

ことができました。将来の夢はジャーナリストになりおじいさんとおばあさんを助け

ることであると私に語ってくれました。自分の夢に向かってひたむきに努力するだ

けでなく、休日にはおじいさんとおばあさんの農業を手伝うなど家族を大切にし

ている心優しい子です。これからセカンダリースクールでの生活を KESTES で

支援していくわけですが、担当である私だけではなく、他の KESTES関係者の

みなさんにも見守っていただきたいと思っています。彼女のこれまでの頑張りを未

来につなげられるよう応援よろしくお願いします。           

自らの手で道を切り開け！ジェミマ！！ 

(平成 27年度 1次隊 藤田以喜) 
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進学の条件について 

KESTES では採用した奨学生を Form が終了するごとに支援継続

審査を設けています。成績が条件を満たしていれば、継続となります。

しかしながら採用条件（C+以上または学年で上位 20％以内）と

同じ成績をターム３で取れずかつ特別な事情と認められなかった場

合、残念ながら支援打ち切りとなります。特別な事情の例としては災

害や暴動、近親者の死去など、不可抗力で試験が実施されなかった

あるいは受けられなかった場合が挙げられます。 
 

ティベリアス・オチエングくん（Form4） 

前期の成績で C を取得し、支援継続の条件である C+をクリアできなかった

ため、支援打ち切りが決定しました。テスト期間中に風邪を引いてしまい、試

験に集中できなかったということですが、本人の自己管理不足が原因と考え

ています。ティベリアスくんは KESTES からの支援打ち切りとなりますが、２年

４ヶ月支援して続け構築した関係はこれからも続いていきたいと思います。 

 

ジョセフ・エウォイくん（Form2） 

前期の成績で C を取得し、支援継続の条件である C+をクリアできなかったため、

支援打ち切りが決定しました。ジョセフくんからは得意科目に勉強に励み、苦手なス

ワヒリ語や英語の成績が振るわなかったそうです。また電卓がないため、数学の勉強

が満足にできなかったと話しています。 

 

両奨学生担当者が現在他の奨学金申請を支援しています。 

ティベリアスくんとジョセフくんは再度奨学生採用条件である C+以上の成績

を取得し、KESTES メンバーから推薦が得られれば、 

選考へ進むことができます。 

 

 

 

家計を圧迫する学費 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援打ち切りについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在支援している奨学生の 2016年度の学費は下記の通りです。 

KESTES奨学生を持つ家庭の月収が 4,000 シルから 10,000 シルだと

いうことから考えると、学費が大きな負担となっていることが分かります。もち

ろん、家族の多いケニアですので、この他に彼らの兄弟姉妹の学費もかかっ

ています。 

 

ジェミマ・オニャンゴ Form 1  

アスンビガールズハイスクール(寄宿)   53,554 ksh 

 

ケビン・マイナ Form 2   

オレロボーイズハイスクール(寄宿)   67,554 ksh 

 

オンディエック・ラウィ Form 3   

ビタハイスクール(寄宿)                 72,000 ksh  

 

マーガレット・ネーマ Form 3   

アスンビガールズハイスクール(寄宿)   54,000 ksh (Term1 のみ) 

 

ファトゥマ・モシン Form 4    

メモンハイスクール(寄宿)            129,000 ksh (Term1&2 のみ) 

 

今回新たに、セカンダリーへ入学するジェミマさんの支援が決定しました。寄

宿制のセカンダリーに入るときには、学費の他に学校の指示で制服、靴、マ

ットレス、シーツ、石鹸等を用意する必要があり、大きな出費となります。ま

た、学期が始まった後に追加で講師代、テスト代を請求されることも多く、

子どもを学校に行かせるためには、家族の大きな協力が必要です。 
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イベント班の主な事業 

昨年 9月、アフリカ支援を行っている特定非営利活動法

人 アフリカ支援 アサンテナゴヤ様が無料医療活動の為

日本からケニアに来られ、一昨年同様 KESTES商品の

販売会を設けて頂きました。中には、同団体を通して、何

度もケニアでの活動に従事された方も多く、その方たち

は、地方での医療活動の際にも、以前ご購入頂いた

KESTES T シャツやポロシャツを着て、現地で活動して

下さる方もいらっしゃいました。今販売会では、新商品の

キコイバッグやキッズ Tシャツ等、多くの KESTES商品を

ご購入頂く事が出来ました。今後もお互いのケニアでの活

動を応援し合える関係が続いていく事を嬉しく思います。 

（26年度２次隊 山田達也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフリカ支援 アサンテナゴヤの皆さんと。 

物販班 広報班 

KESTES イベント班統合のご報告

奨学生に対する広報

的なイベントの企画・

運営 

隊員や KESTES委

員向けイベントの企

画・運営 

守童バザーや日本

人祭りなどのイベント

出店にかかる手続

きとその企画・運営 

2016年 1月までは、委員長、副委員長の下、５班体制

(総務、会計、物販、広報、イベント)で KESTES を運営し

てまいりました。しかし、近年 JOCV としてのケニア隊派遣の

減少に伴い KESTES運営委員も減少しています。 

今後の増員が現時点では見込めないため、イベント班の業

務内容を物販もしくは広報に移行し、4班体制(総務、会

計、物販、広報)へと移行することになりました。 

コンパクトになりますが、1班ごとの人数が増えることでより奨

学生に寄り添った活動ができると確信しております。 

今後とも新生 KESTES をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（26年度 1次隊 水野将伸） 

 

アフリカ支援 アサンテナゴヤ 販売会
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日本食居酒屋・CHEKA 様に 

企業スポンサーとして 

KESTES をご支援頂くことに

なりました!! 

 

昨年 2月、ナイロビで日本食居酒屋としてオープンされた CHEKA。 

CHEKA も KESTES サポーターとして支援してくださっています。 

そこで CHEKA がどんなお店なのか、どうしてサポートしようと思ってくれた

か、オーナーである柏木勇樹さんにインタビューしました。 

また、KESTES が参加させていただいたチェカ・マルシェの様子もお伝え

します。 

チェカのコンセプトは？ 

CHEKA とはスワヒリ語で”声を出して笑う”と言う意味です。お客さまに

毎回笑って頂くのを目標に従業員一同力を合わせています。もちろん、

従業員が楽しんで働けていないと良いサービスを提供する事はできない

ので、まずは社員が楽しめる空間創り！そして野菜やお肉などの供給

者との関係創り、そしてお客さま！居酒屋 CHEKA に関わる全ての人

が笑えるように！がコンセプトです。 

どうして KESTES をサポートしようと思ったの？ 

一人でも多くの子供たちに学ぶチャンスを得てもらいたいからです。 

今後どのようなことを KESTES に期待しますか？ 

継続してたくさんの可能性を持った子供たちをサポートよろしくお願い致

します。 

（26年度 3次隊 伊澤加奈子） 

 

CHEKA さんが開催する「CHEKA マルシェ」に KESTES も出店さ

せていただきました！ 

農業系の協力隊員が任地で作ったフレッシュな野菜やハチミツ、大

豆製品と並んで、KESTES オリジナルグッズを販売。この日、初お

目見えとなったキッズサイズ T シャツは、お子様をお持ちのご家族に

大好評！CHEKA さんの美味しいランチをご堪能いただく合間に、

KESTES もたくさんの方に知っていただくことができました。 

これからも CHEKA さんとのコラボの機会を見つけ、一緒にケニアを

盛り上げていきたいと思います。KESTESは CHEKA さんを応援し

ています！ 

(25年度３次隊 松田沙弥香) 
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KESTES 新メンバーのご紹介 

徳竹暢子（26年度 4次隊）（物販班） 

藤田以喜（27年度 1次隊）（総務班） 

小池庸介（27年度 2次隊）（総務班） 

日置里加（27年度 2次隊）（広報班） 

斉藤晴美（27年度 2次隊）（会計班） 

田上沙慧美（27年度 3次隊）（広報班） 

KESTES は以下の企業のサポートを 

受けています. 

いつもご支援ありがとうございます!! 
 

今後ともケニアの子どもたちが高校へ安心して通うことが

できるようにご支援お願いいたします。 

ＫＥＳＴＥＳ委員 21 名・奨学生 5 名(2016 年 3 月現在) 

Kenya Students’ Educational Scholarship 

Website https://jocvkestestop.wordpress.com/ 

問合せ先: kesteskenya@gmail.com 

文責: 26 年度 1 次隊 三関理沙 
JKUAT NISSIN FOODS LTD. 

https://www.facebook.com/#!/jkuatnissinfoods?fref

=ts 

ROHTO-MENTHOLATUM (KENYA) LIMITED  
www.rohto.co.ke 

 

CHEKA JAPANESE 

IZAKAYA 
http://horientertainment.wix

.com/cheka 

 

 EXCIA East Africa, Ltd. 
http://exciacarhires.com/ 

※毎月売上の一部を KESTES に寄付頂いています。 
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